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新
潟
県
小
学
校
長
会　

制
度
部
長　

丸　

山　

吉　

次

人
を
育
て
る

全
連
小
・
高
知
大
会
報
告

以
前
、
あ
る
テ
レ
ビ
番
組
で
、
ガ
ラ
パ
ゴ

ス
諸
島
の
イ
グ
ア
ナ
の
変
化
に
つ
い
て
放
送

し
て
い
た
。
海
イ
グ
ア
ナ
は
、
鋭
い
爪
で
体

を
岩
場
に
固
定
さ
せ
、
海
中
の
海
藻
を
食
べ

る
。
陸
イ
グ
ア
ナ
は
サ
ボ
テ
ン
の
実
が
上
か

ら
落
ち
て
く
る
の
を
待
っ
て
食
べ
る
。
エ
ル

ニ
ー
ニ
ョ
現
象
の
頻
発
・
強
化
に
よ
る
温
暖

化
で
海
藻
が
育
た
な
い
こ
と
が
多
く
な
る
と
、

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
イ
グ
ア
ナ
が
誕
生
し
た
と
い

う
。
鋭
い
爪
を
も
ち
、
そ
れ
を
使
っ
て
サ
ボ

テ
ン
を
自
力
で
登
っ
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き

る
。
正
に
環
境
の
変
化
に
合
わ
せ
た
生
き
残

る
た
め
の
進
化
で
あ
る
。

今
、
少
子
化
の
波
が
押
し
寄
せ
、
教
育
環

境
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
当

校
の
児
童
数
も
こ
の
二
十
五
年
で
半
減
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
教
職
員
数
も
減
少
し
て
い
る
。

教
職
員
の
異
動
サ
イ
ク
ル
も
今
年
度
末
か
ら

短
く
な
る
。
こ
ん
な
環
境
の
変
化
の
中
で
、

学
校
づ
く
り
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
教
職
員

を
い
か
に
し
て
育
て
て
い
け
ば
い
い
の
か
。

第
六
十
八
回
全
国
連
合
小
学
校
長
会
研
究

協
議
会
高
知
大
会
が
、
十
月
二
十
七
日
・
二

十
八
日
の
両
日
、
高
知
市
を
会
場
に
開
催
さ

れ
た
。

　

本
大
会
は
、
第
六
十
五
回
三
重
大
会
か
ら

続
く
「
新
た
な
知
を
拓
き　

人
間
性
豊
か
な

社
会
を
築
く

日
本
人
の
育
成
を
目
指
す
小

学
校
教
育
の
推
進
」
を
研
究
主
題
に
研
究
を

推
進
し
、
成
果
を
上
げ
て
き
た
。
副
主
題
を

「
社
会
の
変
化
に
主
体
的
に
関
わ
り

共
に

豊
か
な
未
来
社
会
の
創
造
に
挑
む
子
ど
も
の

育
成
」
と
し
、
学
校
経
営
の
責
任
者
で
あ
る

校
長
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
指
導
性
を
究
明

す
る
こ
と
を
ね
ら
っ
た
。

大
会
一
日
目
の
午
前
は
、
文
部
科
学
省
初

等
中
等
教
育
局
視
学
官
の
藤
原
一
成
氏
よ
り
、

教
育
再
生
実
行
会
議
第
九
次
提
言
「
全
て
の

子
ど
も
た
ち
の
能
力
を
伸
ば
し
可
能
性
を
開

花
さ
せ
る
教
育
へ
」
の
主
旨
や
学
習
指
導
要

領
改
訂
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
課
程

の
理
念
や
方
向
性
等
を
確
認
し
、
そ
の
意
義

を
理
解
す
る
こ
と
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
し
て
二
十
九
年
度
周
知
徹
底
、
三
十
年
度

先
行
実
施
、
三
十
二
年
度
全
面
実
施
で
あ
る

こ
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

午
後
は
、
五
領
域
十
三
分
科
会
に
分
か
れ

て
研
究
協
議
が
行
わ
れ
た
。
各
分
科
会
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
大
会
の
成
果
や
課
題
を
確
認
し
、

例
え
ば
、
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
。
専
門

性
を
高
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
事
だ
が
、

小
規
模
校
で
、
異
動
サ
イ
ク
ル
が
短
く
な
る

こ
と
を
考
え
た
と
き
、
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ダ
ー

を
育
て
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
型
の
人
材
を
育
て

る
こ
と
が
組
織
力
の
強
化
に
結
び
付
く
の
で

は
な
い
か
。
若
手
、
中
堅
に
い
ろ
い
ろ
な
分

掌
を
積
極
的
に
経
験
さ
せ
る
。
誰
も
が
同
じ

業
務
・
立
場
を
経
験
し
、
互
い
の
支
援
体
制

が
い
つ
で
も
取
れ
る
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
活
用

が
組
織
力
強
化
、
マ
ン
ネ
リ
化
の
防
止
に
結

び
付
く
は
ず
だ
。
そ
し
て
、
広
い
視
野
を
も

つ
人
材
を
育
て
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

教
育
が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
今
、
時
代

に
適
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
人
材
を
育
て
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
な
ら
ば
、
環
境
の

変
化
に
合
わ
せ
、
人
を
育
て
る
仕
組
み
も
変

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
こ
の

頃
で
あ
る
。
変
化
す
る
こ
と
を
楽
し
み
な
が

ら
挑
戦
し
た
い
。

  

本
大
会
の
提
言
に
あ
る
「
学
校
経
営
の
責

任
者
で
あ
る
校
長
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
指

導
性
」
を
明
確
に
す
る
た
め
の
活
発
な
討
議

が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
第
十
一
分
科
会
で

は
、
長
岡
市
立
栃
尾
東
小
学
校
の
櫻
井
真
理

校
長
が
「
米
百
俵
の
精
神
を
受
け
継
ぐ
『
熱

中
！
感
動
！
夢
づ
く
り
教
育
』
を
核
と
し
た

教
育
課
程
の
具
現
」
の
研
究
発
表
を
行
っ

た
。大

会
二
日
目
の
全
体
会
で
は
、
研
究
協
議

の
ま
と
め
が
示
さ
れ
、
五
領
域
の
中
で
、
校

長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力

の
向
上
、
校
内
に
お
け
る
ミ
ド
ル
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
、
校
長
の
企
画
力
・
行
動
力
が
地
域

の
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
等
の
重
要
性
が
確

認
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
九
項
目
の
決
意
が
大

会
宣
言
と
し
て
提
示
さ
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
森
澤
紳
勝
氏
（
日

本
ト
リ
ム
社
長
）、
白
田
久
子
氏
（
女
優
）、

山
本
一
力
氏
（
作
家
）
の
三
名
を
シ
ン
ポ
ジ

ス
ト
に
、「
変
革
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
未
来
創
造
」

に
沿
っ
た
対
談
が
行
わ
れ
た
。
各
氏
の
人
生

の
変
革
時
に
直
面
し
た
と
き
に
行
っ
た
こ
と
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
き
た
こ
と
、
未
来
へ
の
提

言
な
ど
を
拝
聴
し
た
。

最
後
に
閉
会
式
で
、
第
六
十
九
回
全
連
小

研
究
協
議
会
が
佐
賀
市
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

を
確
認
し
、
本
大
会
が
終
了
し
た
。

大会の概要
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上
越
地
区
小
学
校
長
研
究
集
会
報
告

○
期
日
　
平
成
二
十
八
年
九
月
九
日
（
金
）

○
会
場
　
妙
高
市
文
化
ホ
ー
ル
ほ
か

二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
た
首
都
東
京
で
、
第

六
十
八
回
関
東
甲
信
越
地
区
小
学
校
長
研
究

協
議
会
東
京
大
会
が
、
六
月
九
日
・
十
日
の

二
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
。

　

本
年
度
で
四
年
目
と
な
る
「
新
た
な
知
を

拓
き

人
間
性
豊
か
な
社
会
を
築
く

日
本

人
の
育
成
を
目
指
す
小
学
校
教
育
の
推
進
」

の
大
会
主
題
の
下
、
副
主
題
を
「
心
豊
か
に

生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指

し　

豊
か
な
発
想
力
や
創
造
性
を
身
に
付
け

共
に
学
び
続
け
る
子
ど
も
を
育
む
学
校
経

営
」
と
設
定
し
た
。
こ
の
副
主
題
は
、
新
潟

大
会
の
成
果
を
受
け
継
ぐ
と
と
も
に
、
大
会

主
題
の
理
念
を
具
現
化
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
中
に
は
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
急
速
な
少
子
高
齢
化
等
の
厳
し
い
社
会

情
勢
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
は
、「
未

来
を
切
り
拓
く
力
を
身
に
付
け
た
た
く
ま
し

い
人
材
を
育
成
す
る
」
と
い
う
強
い
使
命
感

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
次
期
学
習
指

導
要
領
に
向
け
て
私
た
ち
校
長
の
果
た
す
役

割
が
今
ま
で
以
上
に
大
き
く
な
る
中
、
本
大

会
で
は
校
長
に
求
め
ら
れ
る
学
校
経
営
能
力

を
多
様
な
視
点
か
ら
と
ら
え
、
こ
れ
か
ら
の

小
学
校
教
育
の
在
り
方
を
追
究
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
研
修
を
深
め
た
。

一
日
目
は
、
開
会
式
と
記
念
講
演
が
行
わ

れ
た
。
全
体
会
の
「
都
県
だ
よ
り
」
で
は
、

磯
貝
芳
彦
県
小
学
校
長
会
副
会
長
が
、
お
も

て
な
し
の
心
で
臨
ん
だ
昨
年
度
の
新
潟
大
会

へ
の
感
謝
に
続
い
て
、
取
組
を
述
べ
た
。
尊

敬
を
勝
ち
得
る
校
長
会
を
目
指
し
て
、
そ
の

原
動
力
に
な
っ
て
い
る
制
度
部
・
福
利
部
・

研
修
部
・
広
報
部
の
活
動
を
通
し
て
、「
校

長
が
主
語
」
を
意
識
し
な
が
ら
共
に
学
び
合

い
、共
に
高
め
合
う
校
長
の
姿
が
報
告
さ
れ
た
。

記
念
講
演
は
、
二
会
場
に
分
か
れ
て
行
わ
れ

た
。
一
つ
は
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
の
養
老
孟

司
氏
に
よ
る
「
子
ど
も
た
ち
の
発
想
力
や
創
造

性
を
開
発
す
る
」
と
い
う
講
演
で
あ
る
。
も
う

一
つ
は
、
筑
波
大
学
客
員
教
授
の
竹
村
富
士
徳

氏
に
よ
る
「『
七
つ
の
習
慣
』
を
ベ
ー
ス
に
考

え
る
、
二
十
一
世
紀
を
生
き
抜
く
子
ど
も
た
ち

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
と
は
？
」
と
い
う
講

演
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
本
大
会
の
主
題
に
迫
る

も
の
で
、
未
来
を
見
据
え
て
ど
う
ビ
ジ
ョ
ン
を

描
く
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

二
日
目
は
、
十
二
分
科
会
二
十
四
分
散
会

に
分
か
れ
て
研
究
協
議
が
行
わ
れ
た
。
提
言

に
つ
い
て
参
加
者
で
協
議
を
深
め
、
学
校
経

営
の
戦
略
に
生
か
す
と
い
う
本
大
会
の
特
色

が
発
揮
さ
れ
て
い
た
。

上
越
地
区
小
学
校
長
研
究
集
会
が
、
早
秋

の
山
々
を
臨
む
妙
高
市
文
化
ホ
ー
ル
を
主
会

場
と
し
て
、
午
後
日
程
で
開
催
さ
れ
た
。

開
会
式
で
は
、
磯
貝
芳
彦
県
小
学
校
長
会

副
会
長
が
、「
人
間
を
変
え
る
学
問
で
な
け

れ
ば
学
問
で
は
な
い
。
校
長
は
学
校
を
預
か

る
最
高
責
任
者
と
し
て
、
ま
ず
自
分
自
身
を

変
え
、
自
ら
範
を
示
し
て
学
校
を
変
え
て
い

く
こ
と
が
必
要
。
信
頼
を
勝
ち
得
る
校
長
会

と
し
て
、
今
日
の
研
究
集
会
で
の
学
び
を
大

切
に
し
て
い
こ
う
。」と
会
員
に
呼
び
掛
け
た
。

次
に
、
川
住
晴
彦
大
会
実
行
委
員
長
が
、「
四

年
サ
イ
ク
ル
の
研
究
周
期
の
最
終
年
度
。

様
々
な
課
題
に
校
長
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
か
。
会
員
一
人
一
人
が
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
大
会
主
題
の
達
成

に
向
け
て
研
修
し
よ
う
。」
と
述
べ
た
。

こ
の
の
ち
、
来
賓
の
佐
藤
幹
夫
上
越
教
育

事
務
所
長
様
か
ら
は
、「
本
研
修
が
実
り
多
く
、

こ
れ
か
ら
も
創
意
に
満
ち
た
特
色
あ
る
学
校

の
創
造
に
寄
与
す
る
も
の
と
な
る
よ
う
期
待

し
て
い
る
。」
と
の
激
励
、
御
祝
辞
を
い
た

だ
い
た
。
ま
た
、
入
村
明
妙
高
市
長
様
か
ら

は
、「
校
長
先
生
方
の
教
育
に
対
す
る
熱
意

に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
自
然
の
摂
理

の
中
で
精
一
杯
生
き
よ
う
と
し
て
い
る
全
て

の
子
ど
も
た
ち
を
よ
い
方
向
に
導
い
て
欲
し

い
。」
と
の
期
待
を
込
め
た
御
祝
辞
を
い
た

だ
い
た
。

開
会
式
に
続
い
て
、
吉
田
光
夫
県
小
学
校

長
会
研
修
部
副
部
長
に
よ
る
大
会
趣
旨
説
明

が
あ
り
、
そ
の
後
、
十
の
部
会
で
協
議
を
行

っ
た
。

本
大
会
で
は
、
各
自
が
「
校
長
を
主
語
」

と
す
る
実
践
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
、
レ
ポ
ー

ト
を
ま
と
め
た
「
実
践
事
例
集
」
を
事
前
に

読
み
込
ん
で
協
議
に
臨
む
こ
と
と
し
、
主
体

性
を
重
視
し
た
。
ま
た
、
円
滑
な
部
会
運
営

の
た
め
に
、
部
会
関
係
者
に
部
会
の
流
れ
や

役
割
を
予
め
示
し
、
当
日
に
は
綿
密
な
打
合

せ
を
も
っ
た
。

各
部
会
と
も
、「
校
長
を
主
語
」
に
し
た

活
発
な
意
見
交
換
、
情
報
交
換
が
な
さ
れ
、

研
究
主
題
に
迫
る
協
議
が
行
わ
れ
た
。
参
観

い
た
だ
い
た
関
係
各
位
か
ら
は
、
質
の
高
い

協
議
で
あ
っ
た
と
の
評
価
を
得
た
。

結
び
に
、
本
大
会
の
開
催
に
御
支
援
を
い

た
だ
い
た
関
係
各
位
、
御
協
力
を
い
た
だ
い

た
上
越
市
小
学
校
長
会
第
八
ブ
ロ
ッ
ク
会
の

皆
様
に
深
甚
な
る
感
謝
を
申
し
上
げ
、
大
会

の
成
果
を
「
創
意
と
活
力
に
満
ち
た
特
色
あ

る
学
校
の
創
造
」
に
つ
な
げ
た
い
。

関
ブ
ロ
・
東
京
大
会
報
告

大会の概要



校 長 会 報 第338号（平成28年12月13日）（3） 新 潟 県 小 学 校

中
越
地
区
小
学
校
長
研
究
集
会
報
告

下
越
地
区
小
学
校
長
研
究
集
会
報
告

○
期
日
　
平
成
二
十
八
年
十
月
五
日
（
水
）

○
会
場
　
小
千
谷
市
民
会
館
ほ
か

○
期
日
　
平
成
二
十
八
年
十
月
六
日
（
木
）

○
会
場
　
五
泉
市
立
愛
宕
小
学
校

「
少
人
数
で
た
っ
ぷ
り
と
話
が
で
き
た
。

日
ご
ろ
聞
い
て
み
た
か
っ
た
こ
と
を
先
輩
の

校
長
先
生
方
に
相
談
で
き
て
よ
か
っ
た
。
明

日
か
ら
の
学
校
経
営
に
役
立
つ
。」

こ
れ
は
、
分
科
会
終
了
後
の
玄
関
ホ
ー
ル

で
聞
か
れ
た
感
想
で
あ
る
。

全
国
連
合
小
学
校
長
会
の
研
究
主
題
を
受

け
、
新
潟
大
会
副
主
題
と
し
て
「
未
来
を
生

き
抜
く
知
を
磨
き

絆
を
強
め

学
び
続
け

る
子
ど
も
を
育
て
る
学
校
経
営
」
を
掲
げ
、

昨
年
の
関
ブ
ロ
新
潟
大
会
を
引
き
継
ぎ
、
四

年
次
を
迎
え
た
。
今
年
度
は
、
小
千
谷
市
を

会
場
に
開
催
さ
れ
、
中
越
地
区
の
会
員
百
七

十
三
名
が
参
加
し
た
。

開
会
式
で
は
、
腰
越
秀
夫
大
会
実
行
委
員

長
が
、「
少
人
数
で
研
修
を
行
う
よ
う
に
し
た
。

参
会
者
に
と
っ
て
実
り
多
い
時
間
と
し
て
ほ

し
い
。」、
柳
恒
雄
県
小
学
校
長
会
副
会
長
が
、

「
教
育
環
境
が
大
き
く
変
化
し
、
こ
れ
に
対

応
す
る
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
実
践
を
持

ち
寄
り
、研
修
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
。」

と
述
べ
た
。

中
越
教
育
事
務
所
長
丸
山
辰
志
様
、
小
千

谷
市
長
大
塚
昇
一
様
、
魚
沼
市
長
大
平
悦
子

様
他
、
多
く
の
方
か
ら
来
賓
と
し
て
御
臨
席

い
た
だ
き
激
励
を
頂
戴
し
た
。
丸
山
所
長
様

か
ら
は
、「
以
前
は
、『
教
育
に
自
由
を
』
と
い

う
要
望
が
あ
っ
た
が
、
近
年
そ
の
声
が
挙
が
ら

　
「
未
来
を
生
き
抜
く
知
を
磨
き　

絆
を
強

め　

学
び
続
け
る
子
ど
も
を
育
て
る
学
校
経

営
（
四
年
次
）」
を
大
会
主
題
に
し
た
研
究

集
会
が
、
五
泉
市
立
愛
宕
小
学
校
を
会
場
に

開
催
さ
れ
た
。
心
配
さ
れ
た
台
風
十
八
号
も

前
日
の
夜
半
過
ぎ
に
佐
渡
沖
を
通
過
し
、
当

日
午
後
日
程
の
研
究
集
会

に
は
、
下
越
地
区
の
会
員

二
百
五
名
が
参
加
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
近
藤
朗

県
小
学
校
長
会
長
か
ら

「
本
大
会
主
題
を
締
め
く

く
る
記
念
す
べ
き
大
会
で

あ
る
。
新
し
い
教
育
課
程

の
編
成
が
始
ま
ろ
う
と
し

て
い
る
今
日
、
校
長
を
主

語
と
し
た
熱
い
討
議
を
行

っ
て
ほ
し
い
。」
と
あ
い

さ
つ
が
あ
っ
た
。
続
い
て
、

有
本
秀
雄
実
行
委
員
長
が
、

歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
た
。
来
賓
と
し
て
、
下

越
教
育
事
務
所
長
佐
藤
政
志
様
、
新
潟
市
教

育
委
員
会
教
育
長
前
田
秀
子
様
、
五
泉
市
長

伊
藤
勝
美
様
他
、
多
く
の
方
々
か
ら
御
臨
席

い
た
だ
き
、
激
励
並
び
に
歓
迎
の
御
祝
辞
を

頂
戴
し
た
。

　

大
会
趣
旨
説
明
で
は
、
後
藤
一
雄
県
小
学

校
長
会
研
修
部
長
か
ら
「
本
大
会
主
題
の
成

果
と
課
題
を
確
認
し
合
う
大
会
と
な
る
。
一

い
。」
と
の
期
待
を
込
め
た
御
祝
辞
を
い
た

だ
い
た
。

開
会
式
に
続
い
て
、
吉
田
光
夫
県
小
学
校

長
会
研
修
部
副
部
長
に
よ
る
大
会
趣
旨
説
明

が
あ
り
、
そ
の
後
、
十
の
部
会
で
協
議
を
行

っ
た
。

本
大
会
で
は
、
各
自
が
「
校
長
を
主
語
」

と
す
る
実
践
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
、
レ
ポ
ー

ト
を
ま
と
め
た
「
実
践
事
例
集
」
を
事
前
に

読
み
込
ん
で
協
議
に
臨
む
こ
と
と
し
、
主
体

性
を
重
視
し
た
。
ま
た
、
円
滑
な
部
会
運
営

の
た
め
に
、
部
会
関
係
者
に
部
会
の
流
れ
や

役
割
を
予
め
示
し
、
当
日
に
は
綿
密
な
打
合

せ
を
も
っ
た
。

各
部
会
と
も
、「
校
長
を
主
語
」
に
し
た

活
発
な
意
見
交
換
、
情
報
交
換
が
な
さ
れ
、

研
究
主
題
に
迫
る
協
議
が
行
わ
れ
た
。
参
観

い
た
だ
い
た
関
係
各
位
か
ら
は
、
質
の
高
い

協
議
で
あ
っ
た
と
の
評
価
を
得
た
。

結
び
に
、
本
大
会
の
開
催
に
御
支
援
を
い

た
だ
い
た
関
係
各
位
、
御
協
力
を
い
た
だ
い

た
上
越
市
小
学
校
長
会
第
八
ブ
ロ
ッ
ク
会
の

皆
様
に
深
甚
な
る
感
謝
を
申
し
上
げ
、
大
会

の
成
果
を
「
創
意
と
活
力
に
満
ち
た
特
色
あ

る
学
校
の
創
造
」
に
つ
な
げ
た
い
。

（
新
井
北
小
学
校

藤
田

由
江
）

ず
、
教
員
の
自
律
化
の
低
下
を
危
惧
し
て
い
る
。

次
期
学
指
導
要
領
の
方
向
を
踏
ま
え
た
学
校

経
営
を
し
て
ほ
し
い
。」
と
お
話
い
た
だ
い
た
。

レ
ポ
ー
ト
の
配
付
は
、
全
レ
ポ
ー
ト
を
Ｃ

Ｄ
で
事
前
配
布
す
る
方
式
を
踏
襲
し
た
。
協

議
は
、
十
分
科
会
二
十
五
分
散
会
の
三
十
三

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
五
、
六

人
で
行
っ
た
。
会
場
の
関
係
か

ら
、
小
千
谷
市
民
会
館
と
小
千

谷
小
学
校
に
分
か
れ
て
の
実
施

と
な
っ
た
。主
管
し
た
小
千
谷
・

魚
沼
校
長
会
員
は
全
部
で
十
七

名
の
た
め
、
司
会
、
記
録
を
各

地
区
の
校
長
が
、
世
話
役
を
小

千
谷
・
魚
沼
の
校
長
が
担
当
し

た
。
各
分
科
会
で
は
、
会
員
の

主
体
的
な
参
加
に
よ
り
、
レ
ポ

ー
ト
か
ら
多
く
を
学
ぶ
と
と
も

に
熱
心
な
協
議
が
進
め
ら
れ
た
。

終
始
緊
張
感
が
漂
い
、
白
熱
し

た
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

次
年
度
は
、
新
た
な
大
会
主
題
の
下
で
学

校
経
営
に
当
た
る
こ
と
と
な
る
。
多
く
の
課

題
を
抱
え
、
問
題
が
山
積
し
て
い
る
現
代
、

こ
れ
か
ら
の
教
育
の
方
向
性
を
見
据
え
、
今

大
会
の
成
果
を
生
か
し
、
さ
ら
に
発
展
し
た

取
組
と
な
る
よ
う
邁
進
し
て
い
き
た
い
。

人
一
人
が
鋭
い
先
見
性
と
高
い
見
識
を
も
ち
、

校
長
と
し
て
の
互
い
の
実
践
を
出
し
合
い
、

レ
ポ
ー
ト
を
も
と
に
し
た
活
発
な
協
議
が
行

わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。」
旨
の
話

が
あ
っ
た
。

　

分
科
会
は
、
十
部
会
二
十
二
分
科
会
で
構

成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
属
人
数
は
九
人
も

し
く
は
十
人
と
し
た
。
会
員
が
事
前
に
レ
ポ

ー
ト
を
読
み
、
課
題
意
識
を
も
っ
て
臨
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
恒
例
と
な
っ
た
Ｃ
Ｄ
の

事
前
配
付
に
よ
る
レ
ポ
ー
ト
送
付
を
行
っ
た
。

ま
た
、
司
会
者
と
世
話
係
が
事
前
に
レ
ポ
ー

ト
の
内
容
を
も
と
に
協
議
題
の
柱
を
絞
り
込

み
、
分
科
会
の
充
実
を
図
っ
た
。
当
日
は
、

一
時
間
四
十
分
の
限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
っ

た
が
、
活
発
な
協
議
が
な
さ
れ
、
互
い
の
レ

ポ
ー
ト
か
ら
学
び
合
い
成
果
を
確
認
し
合
う

実
り
多
い
分
科
会
と
な
っ
た
。

　

五
泉
大
会
の
成
功
に
向
け
て
、
五
泉
市
・

阿
賀
野
市
・
阿
賀
町
の
会
員
二
十
六
名
で
実

行
委
員
会
を
組
織
し
、
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね

る
と
と
も
に
入
念
に
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
っ
た
。

当
日
は
、
皆
様
の
御
協
力
の
お
か
げ
で
、
研

究
集
会
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
、
予
定
通
り

全
日
程
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

次
年
度
は
、
今
大
会
の
成
果
を
踏
ま
え
た

新
た
な
大
会
主
題
の
下
、
さ
ら
に
発
展
し
た

研
究
集
会
に
な
る
と
確
信
し
て
い
る
。



校 長 会 報 第338号（平成28年12月13日）新 潟 県 小 学 校 （4）

魚の森づくり活動 海水撒き

危
機
管
理
意
識
を
も
っ
て
学
校
経
営
に
当
た

る
上
で
有
意
義
な
研
修
だ
っ
た
と
い
う
声
が

あ
り
、
今
後
も
継
続
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
活
動
二
　
機
関
誌
「
む
ら
か
み
」
の
発
行

「
お
互
い
の
顔
が
見
え
る
校
長
会
」
を
具

現
化
す
る
た
め
に
、
年
二
回
機
関
誌
を
発
行

し
て
い
る
。
内
容
は
、
各
校
の
特
色
あ
る
教

育
活
動
、
地
域
の
伝
統
文
化
、
個
人
の
趣
味

な
ど
の
紹
介
や
随
想
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

お
互
い
の
人
と
な
り
を
理
解
し
合
う
上
で
大

変
有
効
で
あ
り
、
校
長
相
互
の
距
離
感
を
縮

め
て
い
る
。

二　

今
後
の
課
題

村
上
市
で
は
、
児
童
数
の
減
少
を
踏
ま
え

統
合
に
向
け
た
動
き
が
始
ま
っ
て
お
り
、
学

校
数
の
減
少
と
と
も
に
会
員
数
も
今
後
減
っ

て
い
く
。
校
長
会
と

し
て
の
こ
れ
ま
で
の

実
績
を
財
産
と
し
つ

つ
、
県
小
学
校
長
会

と
の
連
携
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
組
織
や

活
動
内
容
の
改
善
を

進
め
る
こ
と
が
課
題

で
あ
る
。

学校紹介谷
浜
小
学
校
は
、
上
越
市
の
西
部
、
桑
取

川
の
下
流
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
海
岸
近
く

ま
で
山
が
迫
り
平
地
は
少
な
い
で
す
が
、
小

学
校
周
辺
に
は
、
た
に
は
ま
保
育
園
、
潮
陵

中
学
校
、
谷
浜
公
民
館
が
隣
接
し
、
学
び
の

エ
リ
ア
と
な
っ
て
い
ま
す
。

谷
浜
小
学
校
の
児
童
数
は
五
十
四
名
。
地

域
の
課
題
で
あ
る
過
疎
化
が
学
校
に
も
影
響

し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
の
未
来
を
支
え
る

子
ど
も
た
ち
を
地
域
で
育
て
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
谷
浜
小
学
校
は
潮

陵
中
学
校
と
今
年
度
か
ら
小
中
一
貫
教
育
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
小
規
模
校
の
よ
さ
を
前

面
に
出
し
な
が
ら
、
地
域
を
活
性
化
さ
せ
、

地
域
を
愛
す
る
子
ど
も
た
ち
の
育
成
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
核
に
「
ブ
ナ
林
か

ら
日
本
海
ま
で
」
の
豊
か
な
自
然
と
文
化
に

学
ぶ
活
動
を
据
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

れ
ら
の
活
動
を
全
学
年
の
教
育
課
程
に
取
り

入
れ
、
地
域
の
よ
さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。

春
は
谷
浜
海
岸
、
秋
は
桑
取
川
上
流
の
上

越
の
水
源
の
森
ま
で
遠
足
に
行
き
ま
す
。
地

域
を
歩
い
て
豊
か
な
自
然
を
体
感
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
の
土
地
な
ら
で
は
の
豊
か

な
自
然
や
生
活
文
化
を
教
材
に
、
体
験
を
通

し
て
学
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
感
動
を
俳
句
に

表
す
活
動
を
通
し
て
、
言
葉
を
選
び
、
豊
か

な
表
現
活
動
の
実
現
を
図
っ
て
い
ま
す
。

九
月
十
五
日
に
は
、
谷
浜
観
光
協
会
の
方

か
ら
「
義
の
塩
作
り
」
を
五
・
六
年
生
が
学

び
ま
し
た
。
揚
浜
式
の
製
造
法
は
手
が
掛
か

り
ま
す
。
一
つ

一
つ
の
作
業
に

意
味
が
あ
る
こ

と
を
知
り
、
先

人
の
知
恵
を
体

感
し
ま
し
た
。

ま
た
、
四
年

生
は
、
桑
取
川

の
生
き
物
調
査
、

桑
取
川
漁
業
協

同
組
合
の
支
援

を
受
け
て
鮭
の

稚
魚
の
飼
育
・

放
流
、「
魚
の

森
づ
く
り
」
活

動
に
取
り
組
む

な
ど
、
地
域
の
自
然
環
境
の
保
護
と
漁
業
資

源
の
保
護
と
の
関
わ
り
を
学
ん
で
い
ま
す
。

学
校
だ
け
で
は
子
ど
も
は
育
ち
ま
せ
ん
。

地
域
の
方
々
の
力
を
借
り
な
が
ら
、「
地
域

の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
る
」
を
実
践
し
て

い
ま
す
。

村
上
市
岩
船
郡
小
学
校
長
会
は
二
十
三
名

の
会
員
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、「
故
郷
へ
の

誇
り
と
愛
着
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
た
く
ま

し
く
生
き
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
子
ど
も
の

育
成
」
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
る
。

一　

活
動
の
重
点
と
組
織

今
年
度
は
「
お
互
い
の
顔
が
見
え
る
校
長

会
」
を
合
い
言
葉
に
、
会
員
相
互
が
緊
密
な

連
携
を
取
り
、
学
び
合
い
を
深
め
る
中
で
一

人
一
人
の
校
長
力
を
向
上
さ
せ
、
村
上
市
及

び
岩
船
郡
の
小
学
校
の
教
育
課
題
の
解
決
を

図
る
こ
と
を
重
点
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
重
点
達
成
の
た
め
に
研
修

部
、
福
利
部
、
制
度
部
、
広
報
部
の
四
つ
の

専
門
部
を
設
け
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の

中
か
ら
二
つ
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　
活
動
一
　
学
校
管
理
運
営
研
修
会

標
記
の
研
修
会
を
春
の
早
い
段
階
で
開
催

し
た
。
下
越
教
育
事
務
所
学
校
支
援
第
一
課

長
と
管
理
主
事
か
ら
、
学
校
管
理
上
の
諸
課

題
に
つ
い
て
講
話
を
い
た
だ
い
た
後
、
四
人

程
度
の
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
自
校
か

ら
非
違
行
為
を
出
さ
な
い
た
め
の
管
理
職
の

働
き
掛
け
は
ど
う
あ
れ
ば
よ
い
か
、
多
忙
化

解
消
に
向
け
た
実
効
性
の
あ
る
取
組
の
た
め

の
学
校
経
営
は
ど
う
あ
れ
ば
よ
い
か
等
に
つ

い
て
協
議
を
行
っ
た
。
新
任
校
長
か
ら
は
、

村
上
市
岩
船
郡
小
学
校
長
会

上
越
市
立
谷
浜
小
学
校

お
互
い
の
顔
が
見
え
る
校
長
会

「
ブ
ナ
林
か
ら
日
本
海
ま
で
」
の

　
豊
か
な
自
然
と
文
化
を
愛
す
る
子
の
育
成

郡市だより




